
 

 

 

 

◎はじめに 

  「港湾調査」は，統計法（昭和２２年３月２６日法律第１８号）に基づく港湾調査規則（昭

和２６年３月１０日運輸省令第１３号）により，調査対象港湾で取り扱われる貨物量につき，

各月及び各年を調査期間として行われるものです。 

  今回の発表数値は，平成２０年１月から１２月までを調査期間とし，県内の重要港湾[鹿島

港，茨城港（日立港区，大洗港区，常陸那珂港区）]について港湾課において取りまとめたも

のです。 

  なお，この数値は速報値であり，数字の単位未満は四捨五入しているので，合計の数字と

内訳の数字が一致しない場合があります。 

 

◎各港の取扱貨物量 

 １ 重要港湾[鹿島港，茨城港（日立港区，大洗港区，常陸那珂港区）]計 

 

 

 総取扱貨物量 ８９，４８２千トン  外 貿  ４６，２３３千トン 

                   (輸出  4,659千㌧ 輸入 41,574千㌧) 

                    

                   内 貿  ４３，２４９千トン 

                   (移出  24,798千㌧ 移入 18,451千㌧) 

 

 内公共埠頭分 ２５，１７４千トン  外 貿   ２，９４８千トン 

                   (輸出    566千㌧ 輸入  2,382千㌧) 

 

                   内 貿  ２２，２２６千トン 

                   (移出  10,978千㌧ 移入 11,249千㌧) 

 

 

 平成２０年における県内重要港湾の総取扱貨物量は８９，４８２千トンで，前年より３６９

千トンの増となった。外貿が４６，２３３千トンで前年より１，２５１千トンの減，内貿が４

３，２４９千トンで前年より１，６２０千トンの増であった。 

 外貿について輸出入別にみると，輸出が４，６５９千トンで前年より８９７千トンの増，輸

入が，４１，５７４千トンで前年より２，１４８千トンの減となった。 

 内貿について移出入別にみると，移出が２４，７９８千トンで前年より１８２千トンの増，

移入が１８，４５１千トンで前年より１，４３８千トンの増となった。 

 公共埠頭における取扱貨物量は，前年より１，１４８千トン増の２５，１７４千トンとなっ

ている。 

 公共埠頭における外貿は２，９４８千トンと前年より５４３千トンの増，内貿が２２，２２

６千トンで前年より６０５千トンの増となっている。 
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 外貿について輸出入別にみると，輸出が５６６千トンで前年より１７５千トンの増，輸入が

２，３８２千トンで前年より３６８千トンの増であった。内貿について移出入別にみると，移

出が１０，９７８千トンで前年より３４８千トンの増，移入が１１，２４９千トンで２５８千

トンの増となった。 

 

 

２ 鹿 島 港 

 

  

総取扱貨物量  ６５，０１３千トン  外 貿  ４３，０３７千トン 

                    (輸出  4,236千㌧  輸入 38,801千㌧) 

                     

                    内 貿  ２１，９７６千トン 

                    (移出 14,103千㌧    移入  7,873千㌧) 

 

 うち公共埠頭分   ２，８５４千トン  外 貿   １，７６８千トン 

                    (輸出    170千㌧  輸入  1,598千㌧) 

 

                    内 貿   １，０８６千トン 

                    (移出   357千㌧  移入  729千トン) 

 

 

 平成２０年の総取扱貨物量は，前年より２０５千トン減の６５，０１３千トン（前年比９９．

７％）であり，このうち外貿貨物量は４３，０３７千トンで前年より１，３０８千トンの減（前

年比９７．１％），内貿貨物量は２１，９７６千トンで前年より１，１０３千トンの増（前年

比１０５．３％ ）であった。 

  外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より８１２千トン増の４，２３６千トン（前年比１２３．

７％ ）で，主要取扱品種は鋼材，砂利・砂であった。輸入貨物量は前年より２，１１９千トン

減の３８，８０１千トン（前年比９４．８％）で，主要取扱品種は鉄鉱石，石炭であった。 

 内貿貨物のうち，移出貨物量は，前年より１９８千トン減の１４，１０３千トン（前年比９

８．６％）で，主要取扱品種は鋼材，石油製品であった。移入貨物量は前年より１，３０１千

トン増の７，８７３千トン（前年比１１９．８％）で，主要取扱品種は重油，石灰石であった。 

  鹿島港の総取扱貨物量のうち，公共埠頭における取扱貨物量は，前年より５３４千トン増の

２，８５４千トン（前年比１２３．０％）であり，このうち外貿貨物量は１，７６８千トンで

前年より４４５千トンの増（前年比１３３．７％），内貿貨物量は１，０８６千トンで前年よ

り８９千トンの増（前年比１０８．９％）であった。 

  外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より９９千トン増の１７０千トン（前年比２３８．３％）

で，主要取扱品種は砂利・砂，鋼材であった。輸入貨物量は前年より３４７千トン増の１，５

９８千トン（前年比１２７．７％）で，主要取扱品種は非金属鉱物，動植物性製造飼肥料であ

った。 

  内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より２４千トン減の３５７千トン（前年比９３．８％）



 

で，主要取扱品種は鋼材，化学肥料であった。移入貨物量は前年より１１２千トン増の７２９

千トン（前年比１１８．２％）で，主要取扱品種は砂利・砂，動植物性製造飼肥料であった。 

 

 

３ 茨城港日立港区 

 

 

 総取扱貨物量  ５，９７６千トン  外 貿      ６４０千トン 

                   (輸出     71千㌧   輸入  569千㌧) 

 

                   内 貿   ５，３３６千トン 

                  (移出   2,679千㌧  移入  2,657千㌧) 

 

 

  平成２０年の総取扱貨物量は，前年より１４６千トン増の５，９７６千トン（前年比１０２．

５％）であり，このうち外貿貨物量は６４０千トンで前年より３８千トンの増（前年比１０６．

３％），内貿貨物量は５，３３６千トンで前年より１０８千トンの増（前年比１０２．１％）

であった。 

  外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より４０千トン増の７１千トン（前年比２２９．７％）

で，主要取扱品種は完成自動車，非鉄金属であった。輸入貨物量は前年より２千トン減の５６

９千トン（前年比９９．６％）で，主要取扱品種は完成自動車，非金属鉱物であった。 

  内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より１４５千トン増の２，６７９千トン（前年比１０５．

７％）で，主要取扱品種は完成自動車，再利用資材であった。移入貨物量は前年より３８千ト

ン減の２，６５７千トン（前年比９８．６％）で，主要取扱品種は石油製品，完成自動車であ

った。 



 

４ 茨城港大洗港区 

 

 

 総取扱貨物量  １４，１３５千トン  内 貿  １４，１３５千トン 

                    (移出  7,195千㌧  移入  6,941千㌧)  

 

内ﾌｪﾘｰ貨物量   １４，１１６千トン  内 貿  １４，１１６千トン 

                   (移出  7,186千㌧  移入  6,930千㌧) 

 

 

  平成２０年の総取扱貨物量は，前年より２９３千トン増の１４，１３５千トン（前年比１０

２．１％）であった。 

  内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より１７２千トン増の７，１９５千トン（前年比１０２．

５％），移入貨物量は前年より１２０千トン増の６，９４１千トン（前年比１０１．８％）で

あった。 

 大洗港の総取扱貨物量の９９．９％を占めるフェリー輸送貨物は，前年より３００千トン増

の１４，１１６千トン（前年比１０２．２％）であった。 

  

  

 ５ 茨城港常陸那珂港区 

 

 総取扱貨物量   ４，３５９千トン  外 貿   ２，５５７千トン 

                 (輸出  352千㌧ 輸入 2,205千㌧) 

              

                 内 貿  １，８０１千トン 

                 (移出  821千㌧ 移入  980千㌧) 

 

 内ｺﾝﾃﾅ貨物量     １６０千トン  外 貿      １０１千トン 

                    (輸出      7千㌧ 輸入     93千㌧) 

 

                    内 貿       ６０千トン 

                    （移出    13千㌧ 移入    47千㌧）   

  

  平成２０年の総取扱貨物量は，前年より１３６千トン増の４，３５９千トン（前年比１０３．

２％）であり，このうち外貿貨物量は２，５５７千トンで前年より１９千トン増（前年比１０

０．７％），内貿貨物量は１，８０１千トンで前年より１１７千トンの増（前年比１０７．０％）

であった。 

  外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より４５千トン増の３５２千トン（前年比１１４．６％）

で，主要取扱品種は産業機械，完成自動車であった。輸入貨物量は前年より２６千トン減の２，



 

２０５千トン（前年比９８．８％）で，主要取扱品種は石炭，非鉄金属であった。 

  内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より６２千トン増の８２１千トン（前年比１０８．２％）

で，主要取扱品種は完成自動車，産業機械であった。移入貨物量は前年より５５千トン増の９

８０千トン（前年比１０６．０％）で，主要取扱品種は完成自動車，紙・パルプであった。 

  常陸那珂港の総取扱貨物量のうち，コンテナによる取扱貨物量は，前年より５４千トン増の

１６０千トン（前年比１５０．４％）であり，外貿コンテナが前年より３０千トン増の１０１

千トン（前年比１４２．６％），内貿コンテナが前年より２４千トン増の６０千トン（前年比

１６５．７％）である。 

  また，コンテナの取扱個数は２５，２３６ＴＥＵ（前年比１２９．８％）であった。 

 主なコンテナによる取扱品種は，輸出で染料・塗料・合成樹脂・その他化学工業品，非鉄金

属，輸入で紙・パルプ，非金属鉱物で，移出で紙・パルプ，産業機械，移入で染料・塗料・合

成樹脂・その他化学工業品，産業機械であった。 


